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三谷寧先生の RAMPAセラピ－ウェビナー三谷寧先生の RAMPAセラピ－ウェビナー
３次元拡大で何が可能で、何が期待できるのか！

３D拡大セミナー

FAX 0120-054-227お申込みは info@iosinc.co.jp
※件名に「RAMPAウェビナー申し込み」とご記入下さい

又は

開催日時：令和３年９月１９日（日曜日）13：00 ～ 14：30
受講料：歯科医師：￥5500 　 技工士 / 衛生士 /スタッフ：￥3300
お振込先：多摩信用金庫めじろ台支店（普）0271469 ﾕ) イオス

昨年12月クインテッセンスで特集されて以来、RAMPAとはどのようなものか？
どのように導入し、どのような効果が期待できるのか？　等、多数のお問い合わせを頂いております。
今回、その開発者である三谷寧先生によるオンラインセミナーを開催することが実現いたしました。
かねてより、非常に多くのく反響をいただいているRAMPA治療ですが、その全容を多数の臨床結果を
通して、わかりやすく解説いたします。
本療法により得られる最大の特徴は、鼻腔や気道の閉塞を改善し、副鼻腔を開放することが可能
となったことです。また、手術を要する骨格性の反対咬合には、高い改善率が期待でき、術後15年
以上後戻りがおきていません。

口呼吸が問題となっている昨今、鼻腔や気道閉塞、あるいは副鼻腔炎が原因
で呼吸に問題を抱えている患児が少なくありません。こういった子ども達は、
耳鼻科では薬物による治療が一般的ですが、限界があります。歯科では歯列不
正の原因のひとつとして考えられています。

従来の拡大療法は２つの方法が一般的です。一つは、口腔内装置による拡大
です。この方法は２次元の拡大であるため矢状方向の拡大には限界がありま
す。もう一つは、前下方への上顎牽引と口腔内拡大装置による併用です。
この方法は、前下方に上顎を牽引するため、副鼻腔を拡大する方向へは応力
が発生しません。このウェビナ－では、気道閉塞はもとより、副鼻腔をどの
ような機構で開放するか、理論的なエビデンスをもとに説明されています。

骨格性の反対咬合は、しばしば手術の対象となるため、子どもたちへのスト
レスはかなりのものがあります。RAMPA治療は、骨格性Ⅲ級の治療には高い
成功率を誇り、後戻りがほとんどおこりません。
従来、難しいと考えられていた反対咬合の治療を分かりやすく説明いたします。
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上記口座への受講料お振込み確認を持ちまして正式のお申込みとさせて頂きます。
尚、お振込み手数料は、申込者様にてご負担をお願い申し上げます。申込後の自己都合に要るご返金には応じかねますので予めご了承ください。
※主催者都合による開催中止などの場合にはこの限りでは御座いません。
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